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 年齢 性別 教員歴 通級指導（特別支援教室
を含む）教員歴 
A 20 代前半 女性 2 年目 2 年目 
B 20 代前半 女性 3 年目 3 年目 
C 30 代前半 男性 12 年目 9 年目 
D 50 代 女性 33 年目 15 年目 
E 20 代前半 女性 2 年目 2 年目 
F 40 代 女性 3 年目 3 年目 
G 30 代前半 女性 10 年目 10 年目 
H 30 代前半 男性 12 年目 4 年目 
I 30 代前半 男性 10 年目 8 年目 
J 20 代後半 男性 3 年目 1 年目 
K 40 代 男性 14 年目 9 年目 










入約 5 分、インタビュー約 50 分程度の合計 1 時間程度であった。得られたデータは逐語化し、分析
の対象とした。 
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することのできる KJ 法を選択した。 
 
３）結果 



























       することが大事(4)
17　これまでの経験を生かす(3)
18　情緒的にプラスになるような関わりを



































       いけない(4)
44　学習環境としての教室が




       軽視される風潮(3)
47　システムとして
       根付くのに時間がかかる(2)
48　特支の理解に開きがある(3)
48　教室の趣旨をきちんと










       時間がかかる(4)
59　人員配置の慣習がある(5)
表 2 カテゴリ一覧 
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Ⅶ　支援にかかわるメンバーについての思い(100) ｓ　保護者(21) 60   子どもの成長について話す時が嬉しい(5)
61   感謝されたときが嬉しい(2)
62   いろんな方法で子どもの様子を伝え合う(6)
63   難しい保護者がいる(6)
64   話の内容がナイーブ(2)
ｔ　担任(9) 65   日程調整をする(1)
66   通級担当と方向性を合わせていく難しさ(3)
67   なんとなく伝える(3)
68   通級担当として支える意識(2)
ｕ　専門員(17) 69   管理職や自治体に働き方を左右される(7)
70   センスが問われる(5)
71   フラットな情報を下ろしてくれると助かる(3)
72   仕事への期待(2)
ｖ　管理職(11) 73   巡回先の数だけ関わる人数が増える(3)
74   必要なことを伝える(3)
75   連携のしやすさや学校自体の受け入れに
       大きく影響する(5)
ｗ　コーディネーター(10) 76   巡回してると学校の様子がわからない（5）
77   教室だけでなく学校全体を動かしていかな
       くてはならない(3)
78   教員から相談される(2)
ⅹ　心理援助職(21) 79   曜日が合わない(3)
80   時間が合えば少し話す(5)
81   教員にはわからないことを教えてほしい(7)
82   言葉を理解するのに努力が必要(2)
83   教員や保護者の思いを丁寧に聞いてほしい(1)
84   保護者に言いづらいことを伝えてもらう(3)
ｙ　医療機関やその他専門職(11)
85   医療と連携して治療でよくなる
       希望が見える(3)
86   所見を書く(3)
87   決まった機会に連携をとる(3)
88   お互いの特殊性を考えながら
　　 付き合っていく(2)
ｚ　通級の基本的な姿勢(12)
89   適応させていくために
       特性に合わせた指導をする(7)
90   実態を知った上で子どもを
       返していくことが大事(5)
「通級による指導」を担当する教員の困りと工夫についての研究 
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